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職
務
上
の
氏
名
に
関
す
る
規
程

（
平
成
二
十
年
十
二
月
五
日
会
規
第
八
十
九
号
）

平
成
二
四
年

五
月
二
五
日

改
正

同

二
六
年
一
二
月

五
日

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
規
程
は
、
会
則
第
十
八
条
第
二
号
に
掲
げ
る
弁
護
士

の
職
務
上
の
氏
名
に
関
す
る
事
項
を
定
め
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
。

（
職
務
上
の
氏
名
の
届
出
及
び
許
可
）

第
二
条

弁
護
士
は
、
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
従
い
、
本
会
に
届

け
出
た
と
き
、
又
は
本
会
の
許
可
を
得
た
と
き
は
、
戸
籍
上
の
氏

名
（
外
国
籍
の
者
に
つ
い
て
は
、
外
国
人
住
民
に
係
る
住
民
票
又

は
旅
券
上
の
氏
名
を
い
う
。
以
下
同
じ

）
以
外
の
氏
名
を
、
職

。

務
上
の
氏
名
と
し
て
、
弁
護
士
の
職
務
を
行
う
に
当
た
り
使
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

（
職
務
上
の
氏
名
の
使
用
）

第
三
条

前
条
の
規
定
に
基
づ
き
職
務
上
の
氏
名
を
使
用
す
る
弁
護

士
は
、
弁
護
士
の
職
務
を
行
う
に
当
た
り
、
当
該
職
務
上
の
氏
名

を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
法
令
に
よ
り
戸
籍
上
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の
氏
名
の
使
用
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
場
合
そ
の
他
正
当
な
理

由
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
職
務
上
の
氏
名
の
廃
止
の
届
出
）

第
四
条

第
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
職
務
上
の
氏
名
を
使
用
す
る
弁

護
士
が
、
そ
の
使
用
を
や
め
る
と
き
は
、
本
会
に
対
し
、
そ
の
旨

の
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
規
則
へ
の
委
任
）

第
五
条

第
二
条
に
規
定
す
る
届
出
又
は
許
可
の
基
準
そ
の
他
職
務

上
の
氏
名
に
関
し
て
必
要
な
事
項
は
、
規
則
で
定
め
る
。

附

則

１

こ
の
規
程
は
、
成
立
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
超
え
な
い
範

囲
内
に
お
い
て
理
事
会
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
平
成
二
一
年
一
二
月
一
七
日
理
事
会
決
議
で
平
成
二
二

年
一
二
月
一
日
か
ら
施
行
）

２

こ
の
規
程
の
施
行
の
際
、
現
に
会
員
名
簿
に
通
称
の
掲
載
を
認

め
ら
れ
て
い
る
弁
護
士
の
当
該
通
称
の
使
用
に
つ
い
て
は
、
こ
の

規
程
の
施
行
と
同
時
に
第
二
条
に
規
定
す
る
届
出
又
は
許
可
が
あ

っ
た
も
の
と
み
な
す
。
た
だ
し
、
こ
の
規
程
の
施
行
の
日
の
前
日

ま
で
に
、
本
会
に
対
し
、
職
務
上
の
氏
名
を
使
用
し
な
い
旨
の
届

出
が
あ
っ
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

附

則
（
平
成
二
四
年
五
月
二
五
日
改
正
）
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第
二
条
の
改
正
規
定
は
、
平
成
二
十
四
年
七
月
九
日
か
ら
施
行
す

る
。

附

則
（
平
成
二
六
年
一
二
月
五
日
会
規
第
一
〇
二
号

外
国
法
事
務
弁
護
士
法
人
制
度
創
設
に
係
る
外
国

弁
護
士
に
よ
る
法
律
事
務
の
取
扱
い
に
関
す
る
特

別
措
置
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
会
規
（
外
国
特
別

会
員
関
係
を
除
く

）
の
整
備
に
関
す
る
規
程

。

第
一
条
、
第
二
条
、
第
三
条
、
第
四
条
、
第
五
条

改
正
）
抄

第
一
条

こ
の
規
程
は
、
外
国
弁
護
士
に
よ
る
法
律
事
務
の
取
扱
い

に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六

年
法
律
第
二
十
九
号
）
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
平
成
二
七
年
政
令
第
四
一
四
号
で
平
成
二
八
年
三
月
一

日
か
ら
施
行
）


